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「女性と日本文化」の授業評価の検討

園田 麻利子,牟田 京子

要  旨
【目的】「女性と日本文化」の授業の評価を明確にし今後の課題を検討する。

【方法】調査対象者は,A大学看護栄養学部看護学科 1年生 58名 に自己記述式質問紙調査を授業前
後で 2回実施した。調査項目は,牛ノ濱等が作成した講義「女性と日本文化」の効果測定項目(10項 目)

に筆者が 5項 目を追加 した 15項 目,過去の日本文化の経験の有無とその期間,授業に対する自由
記述であった。

【結果および考察】調査参加者は 52名 ,回収率 89。 7%であった。調査項目の授業前後の信頼係数は,

α=.792,.830と 高かった。各項目の平均値の授業前後の比較は,調査項目⑦ 「看護の実習時,言
葉遣いなどに役立つと思 う」が授業後に低下したが,他の 14項 目においては授業後が上昇した。
15調査項目中の 10項 目と 15項 目全体を合計した平均値が有意に授業後が高かった。 日本文化の
経験者は,装道・華道とも各 3名 ,他の経験者は 30名であり,経験の有無による 15調査項目に関
しての有意差はなかった。また, 自由記述においては授業に対して肯定的な記述が多かった。これ

らの結果より授業の効果は得られたと考える。現在の看護系大学の学士課程にある女子大学生は,

他者理解が困難,具体な体験を抽象化へ導くことが容易ではないことが示唆され,これらを考慮し
た教育の在 り方・目標の検討などの課題が明確となった。

キーワー ド :女性と日本文化,授業効果,看護系大学の学士課程にある女子学生
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I はじめに
文部科学省の高等教育局医学教育課から全国の看

護系大学の学士課程における看護師養成教育におい

て共通 して取 り組むべき内容を抽出し,各大学のカ
リキュラム作成の参考として示 した 「看護学教育モ

デル・コア・カリキュラム」が策定され,平成 29年
10月 31日 に公表された

1)。

この骨子は,看護系人材
として求められる基本的な資質・能力として,プ ロ
フェショナリズム,看護学の知識 と看護実践,根拠
に基づいた課題対応能力,コ ミュニケーション能力 ,

保健 0医療・福祉における協働,ケ アの質と安全の

管理,社会から求められる看護の役割の拡大,科学
的探究,生涯にわたって研鑽 し続ける姿勢とい う9
項 目が明記された。また,各大学においては,本モ

デル・コア・カリキュラムが提示する学修 目標を包

含するとともに,保健師助産師看護師学校養成所指
定規則の内容を充足しつつ,特色ある独自のカリキュ

ラムを構築されることが期待される
2)と
も述べてい

る。その背景には看護系大学の急増に伴い,教育水
準の維持向上が課題 となってお り,ま た,少子高齢
化の進展と国家の財政再建に伴い地域包括ケアシス

テムの構築など社会の変化に対応する看護師として

必要な能力を備えた質の高い人材養成が急務 となっ

ていることがあった。今回の公表の経過 として厚生

労働省は,2002年 11月 から「看護基礎教育におけ

る技術教育のあり方に関する検討会」を立ち上げ,

2010年には,「看護教育の内容と方法に関する検討会」

を発足させた。また,文部科学省は,2009年 5月 から,
「大学における看護系人材養成の在 り方に関する検討

会」を発足させ,両省 ともにそれまで以上に質の高
い看護師を養成する必要性を明言し続けてきた。

そこで,各大学では同検討会の提言を踏まえ,学
士課程の中で質の高い看護教育の充実と各大学の特

色あるカリキュラムの作成が進められてきたところ

である
3)4)。

そのような中で A大学看護学科は,初年次教育と
して教養深める学生の育成をめざして創意工夫をし

ている。平成 17年度より1年次の基礎教育科目の人

間的成長を促す領域 として 「女性と日本文化」の中

で茶道・装道 0華道を学ぶ正規のカリキュラムを立

ち上げた。A大学の教育理念は,「カ トリック精神に

基づく人格教育を行い,有為な人材を育成する」こ

とであり,建学の精神 として「聖母マリアのように
神様にも人にも喜ばれる女性の育成」である。これは,

イエス 0キ リス トの聖母マ リアを理想 と仰ぎ,現代
に生きる若者が自他の命の尊さを認識 し,他者の幸鹿児島純心女子大学看護栄養学部看護学科
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せのためにとい う精神をもって行動することを意味

している。これは,看護を考えると看護の対象は自
分ではなく他者であることと合致してお り,他者の

健康・安寧という看護の目的をめざす女性の教育が

わたしたちに課せられていると言える。

そして,「女性と日本文化」の授業の特徴は, 日本

の伝統文化をその師範から直接指導を受けながら学

び,行為と共にそこに込められた心を感 じることで
ある。目標は,一人の人間として生きる過程において ,

生活をより豊かにし美に対する感性を磨き,礼節を
身につけることである。これらの体験が将来看護職

の基盤となる教養を深める機会となることである (表

1)。 学生は, 日本の伝統文化である和服の浴衣を自

ら着装できるようになり,それを身に付け客を想定
しお茶・お菓子をふるまい,それらをいただく体験
をする。また, 自分で華を生け師範より指導を受け

自らが創 り上げたものを評価 し,他の学生の生けた
ものを鑑賞する。これらの体験を楽しみつつ伝統文

化の一端に触れたことを実感 し,授業後には課外活
動で学習を継続する学生がいるなど好評を得ている。

上記の取り組みに対して 2010年に牛ノ濱らが授業

効果を測定する項目の検討
5)を
しているが,その後

評価を実施 していない。そこで今回,授業の評価を
明確にし今後の課題を検討したい。

1「女性と日 化 の 達 と
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Ⅱ 目  的
「女性と日本文化」の授業評価を明確にし今後の課

題を検討する。

Ⅲ 「女性と日本文化」の教育課程における位置づけ7

到達目標・授業の展開計画・評価方法

A大学の教育課程の構造は,基礎教育科目と専門教

育科目の 2系列で構成されている。

その中で基礎教育科 目は,人間的成長を促す領域
と情報を活用し表現力を高める領域で構成され,専
門教育科 目は,看護の基盤 となる領域・看護の軸と
なる領域と実践力を発揮する領域で構成されている。

この構造の中での本授業は,1年生の基礎教育科目の
人間的成長を促す領域の女性発達学に位置づけられ

ている。到達目標,授業の展開計画・評価方法を表 1

に示す。

Ⅳ 研究方法
1)調査対象者 :A大学看護栄養学部看護学科 1年生

58名

2)研究方法 :自 己記述式質問紙調査
3)調査時期 :

1回 目 (後期授業開講時 :以降授業前とする):2018

年 9月 26日

到達 目標 1-人の人間として生きている過程において,生活をより豊かにできる
2美に対する感性を磨くと共に礼節を身につけることができる
3看護職の基盤となる教養を深める機会となったと感じることができる

授業の

展開計画

1回    オリエンテーション,「女性と日本文化」の講義」のねらいや授業計画等の
概要説明, 日本文化の概説の講義

203回  華道 (1/2)華道・池ノ坊に関する日本文化の概要の説明
二人で一つのいけばなを創作 0創作した作品の鑑賞

405回  華道 (3/4)華道・池ノ坊に関する日本文化の概要の説明
一人でいけばなの創作・創作した作品の鑑賞

607回  装道 (1/2)浴衣の名称・着装に必要なもの・たたみ方,半幅帯の結び方
挨拶の仕方,玄関の入 り方・履物の揃え方

809回  装道 (3/4)浴衣のたたみ方,正 しい浴衣の着方と脱ぎ方,浴衣の着装 ,
半幅帯の結び方,物の受け渡し,襖の開け方・閉め方

10011回 装道 (5/6)浴衣の着装,半幅帯の結び方,美 しい着装のポイント
美しい立ち振る舞い

12・ 13回 装道 (7/8)浴衣の着装,半幅帯の結び方,お茶の入れ方の実際
14015回 装道 (9/10)ま とめ :浴衣の着装し半幅帯の結び,お茶を入れお客様に出す演習

お客様役はお茶・お菓子をいただく演習

玄関の入 り方・履物の揃え方,物の受け渡し,襖の開け方

閉め方

評価方法 1演習の参加状況 50%
2演習日誌 。女性と日本文化をどのように考えるか等の提出物 50%
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2回 目 (授業終了時の日誌・レポー ト提出時 三以降

授業後とする):2018年 12月 21日 ～ 24日

4)調査項目 :

(1)2010年牛ノ濱等が作成した講義 「女性と日本文

化」の効果測定項 目 (10項 目)6)(講義 「女性 と日

本文化」尺度とする)に筆者が 5項 目を追加 し 15

項目について調査した。「女性と日本文化」尺度は,
「一般的なマナーを身に付ける大切さ」「礼儀を心が

ける必要性」「美しさに気づくことによる感性の刺

激」「日本文化の楽しさ,美 しさを次世代に伝える

希望」「視野が広がり人間としての成長」「生活を豊

かにすることに有効」「文化継承の大事さ」「実習時

の話題や言葉遣いに有効」「看護に必要な相手を尊

重する心の学び」「日本文化への無知さの実感」の

項目が入っている。今回は, 日本文化として直接学

んでいる装道 0華道について生活との関連・学ぶ意

味,国際化との関連性などを追加した。上記尺度は,

4件法であったが,5件法以上の点数化の検討が考
察されていた

7)た
め今回は, 1「全く当てはまらな

い」2「ほとんど当てはまらない」 3「 どちらかとい

うと当てはまらない」4「 どちらともいえない」 5「 ど

ちらかというと当てはまる」 6「かなり当てはまる」

7「非常に当てはまる」の 7件法で測定した。

(2)過去の日本文化 (装道 。華道,体育系・文化系)
の経験の有無とその期間の度数

(3)授業に対する自由記述

5)分析方法 :SPSS15。 OJを使用 し,有意水準 5%で有
意差ありとし,以下の分析をした。
(1)授業前後の質問紙調査の信頼係数α

(2)授業前後の質問紙調査の 15項 目の記述統計

(3)授業前後の質問紙調査の 15項 目と 15項 目の合

計の平均値の授業前後の対応サンプルによる Wil一

coxonの符号付き順位検定による比較

(4)過去の日本文化の経験の有無による 15項 目の合

計の平均値の比較

(5)自 由記述

6)倫理的配慮 :

研究対象者に研究の趣旨および方法について説明

し,研究参加を断っても成績には一切関係のないこ
と,:研究以外の目的でデータを使用しないこと,得 ら
れたデータは個人が特定されないよう配慮する旨を伝

えた。参加同意が得られた時は,対象者から同意書に

署名をもらった。

V 結  果
1)調査参加者は,52名 (有効回答率 89。 7%)であった。

2)信頼係数αは,授業前α=.792,授業後α=.830と

両者とも高い信頼性係数であった。

3)記述統計

各調査項目の授業前後の平均値と標準偏差を表 2

に示した。授業前の平均値で得点が高かったのは,

調査項目② 「一般的なマナーを身につけることが

大切だと思う」6。 63,そ の標準偏差± 0。 627(以降
±で表記)であった。次には調査項目③「普段の

生活の中から礼儀を心がける必要がある」6.42±

0.723,調査項目⑦「看護の実習時,言葉遣いなど
に役立つと思う」6.15± 0.998,調査項目⑮ 「国際

化に伴い, 日本文化を学ぶことは役に立つ」6◆ 06

± 1。 056,調査項目⑨ 「看護に必要な心 (相手を尊

重する)を学ぶことができる」6.04± 0.949の 5項

目が 6。 0以上を示した。授業後の平均値では,6.0

以下を示したのは調査項目⑩ 「日本文化について

知らなすぎる」5.27± 1.430,調 査項目① 「花の美

しさを感じて心が豊かになる」5。 90± 0.774,調 査

項目④ 「花の美しさや立ち振る舞いの美しさに気

づくことができ,感性が刺激される」5。 98± 0。 874

の 3項 目で,他の 12項 目は 6.0以上を示した。15

項目全てを合計した平均値においては,授業前 5。 57

± 0。 53,授業後 6。 04± 0。 50であつた。

日本文化 (装道・華道)の経験と今回の授業以
外での経験の有無,その期間の度数を表3に示した。

装道の経験者は,3名 (5.8%),華道の経験者は,3
名 (5.8%)であった。本授業以外の日本文化の経験

では,体育会系 (剣道・柔道・弓道等)の経験者は,
8名 (15.4%),文化系 (書道・茶道 。日舞等)の経

験者は,19名 (36。 5%)で あった。両方の経験者は,

3名 (5.8%)であった。

4)15項 目の授業前後の平均値の比較

授業前後の 15項目の平均値の比較 (表 2)では,

調査項目⑦ 「看護の実習時,言葉遣いなどに役立
つと思う」が 6.15か ら6.13に授業後が低下したが,

他の 14項 目においては授業後が上昇した。その中

で授業前より授業後が有意に高かったのは,調査
項目①「花の美しさを感じて心が豊かになる」,調
査項目③「この授業は看護の実習時,話題作りに
役立たない」,調査項目④ 「花の美しさや立ち振る

舞いの美しさに気づくことができ,感性が刺激さ
れる」,調査項目⑤「日本の伝統文化に触れて,楽
しさ。)素晴らしさを次世代の人に伝えていきたい」,

調査項目⑥「この授業は生活を豊かにすることに

役立つと思う」,調査項目①「日本文化 (装道・華道)

は私たちの生活に役立たない」,調査項目⑫ 「日本
文化 (装道 0華道)を ここで学ぶことにあまり意

味はない」,調査項目⑬「この文化を継承すること
は大事である」,調査項目⑭ 「人間として視野が広

がり成長できる機会となる」,調査項目⑮ 「国際化

(61)



調査項 目
授業前の平均

値土標準偏差

授業後の平均

値 土標準偏差
P

①花の美しさを感じて心が豊かになる

②一般的なマナーを身につけることが大切だと思う

③この授業は看護の実習時,話題作りに役立たない (逆転項目)

④花の美しさや立ち振る舞いの美しさに気づくことができ,

感性が刺激される

⑤日本の伝統文化に触れて,楽 しさ。素晴らしさを次世代の

人に伝えていきたい

⑥この授業は生活を豊かにすることに役立つと思う

⑦看護の実習時,言葉遣いなどに役立つと思う

③普段の生活の中から礼儀を心がける必要がある

⑨看護に必要な心 (相手を尊重する)を学ぶことができる

⑩日本文化について知らなすぎる

①日本文化 (装道・華道 )は私たちの生活に役に立たない

(逆転項目)

⑫日本文化 (装道・華道 )をここで学ぶことにあまり

意味はない (逆転項目)

⑬この文化を継承することは大事である

⑭人間として視野が広がり成長できる機会となる

⑮国際化に伴い, 日本文化を学ぶことは役に立つ

5.06± 1.145

5。 06± 1.227

6。 63±0.627

5.37± 1.39

4。 93± 1。 075

5。 73± 0。 910

6.15± 0。 998

6.42± 0。 723

6.04±0.949

5。 06± 1.195

5.48± 1.379

5。 87± 0.817

5。 94± 0。 938

6.06± 1.056

5。 77± 1.215

6.06±0.978

5。 90上 0。 774

6.81±0.525

6.06± 1.406

5。 98±0.874

6.10± 0。 823

6.13± 1.103

6.58± 0◆ 637

6.31± 0。 781

5。 27± 1。 430

6.21± 0。 936

6.35±0.861

6.52±0.727

6.52±0.828

6。 40± 0。 721

***

**

**

***

**

***

*

**

**

**

15項 目全てを合計した平均値 5.57±0.53 6.04±0.50 ***

表2 調査項目の授業前後の平均値と標準偏差,有意確率(n=52)

に伴い, 日本文化を学ぶことは役に立つ」の 10項

目であった。そして,15項 目全体を合計した平均

値においても有意に授業後が高かった。この比較

においては,各項 目ごとの度数分布が正規分布を
示 していないものが多くノンパラメ トリック検定

であるWilcoxonの 符号付き順位検定を実施した。

5)過去の日本文化の経験の有無による 15項 目の合

計の平均値の比較

授業後の 15項 目の合計の平均値を日本文化 (装

道・華道)の体験の有無でグループ化 したものを
比較し表 4に示した。体験有りが 5名 ,6。 16± 0。 51

であった。体験無が 47名 ,6。 03± 0.50で あり,経
験有 りが無より高かったが,有無によるグループ
での有意差はなかった。授業後の 15項 目の合計の

平均値を日本文化 (装道・華道以外の体験)の体
験の有無によリグループ化したものを比較した (表

4)。 体験有りが 30名 ,6.11± 0.46で あった。体験

無が22名 ,5。 94± 0.55であり,体験有が無より高かっ

たが,有無によるグループでの有意差はなかった。
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'p<.05贅
贅
 p<.01贅

来来
 p<.001

表 3 日本文化の経験とその期間の度数 (n=52)
本授業科目

の経験

装道の体験者数 (%)

華道の体験者数 (%)

3(5.8)

3(5。 8)

本授業科目外の

日本文化の経験

体育会系 (剣道・柔道・弓道等)

の体験者数 (%)

:文化系 (書道・茶道・日舞等)

の体験者数 (%)

両方の体験者数 (%)

8(15.4)

19(36.5)

3(5。 8)

本授業科日外の

日本文化の経験

の期間

1年未満 (%)

1年以上 5年未満 (%)

5年以上 lo年未満 (%)

10年以上 (%)

現在も継続中 (%)

1(1.9)

9(17.3)

10(19.2)

8(15。 4)

2(3。 8)

度数 15項目の合計の平均値±標準偏差

装道 華道

の経験

有り

知 E

5

47

6.16±0.51

6.03±0.50

日本文化の経験

(装道・華道以外の経験)

有 り

4丑

30

22

6.11± 0。 46

5。 94±0.55



「女性と日本文化」の授業評価の検討

6)自 由記述

授業終了後に 8名 の以下の記述があった。

(1)貴重な体験をありがとうございました。②

(2)今 回のこの講義を受け日本文化を学ぶことがで

き良かったです。ここで得た学びを看護に生かし

たいと思います。

(3)装道時間は,最後に書くレポー トにどんな内容
を書いていいのかがわからなくなるためプリン ト

を準備して下さるとうれしい。授業は 1時間 (週に)

でいいと思う。

(4)多 くのことを学ぶことができ, とても貴重な経

験となりました。これらを今後に生かしていくこ

とが重要だと思 うので,行動に移せるようにした
いです。

(5)こ の授業がなかったら日本文化に触れる機会は

無かったと思います。この授業が, 日本文化の美

しさに気づくきっかけとなりました。まだまだ授

業を受けて,曖味な箇所を直し習得していきたかっ

たです。来年からも続けて欲しいです !

(6)日 本人らしい慎ましさや奥ゆかしさを学び,改
めて日本人としての立ち振る舞いや所作の素晴ら

しさに気づくことができた。特に浴衣を自分で着

つけられるようになったのは,女性 としても必要
なことだと思 う。また,教養のある女性に見られ
るようになり,社会に出た時に恥をかかないと思
うし非常に役に立つと思う。

(8)今 回,女性と日本文化の講義を通して日本文化
についてたくさんの知識を得ることができ,た く
さんの動作など身に付けることができました。看

護師として働 くうえで,大切なことを学ぶことが
できたと思います。まだまだ日本文化について知

らないことがあると思いますが,こ の講義は今後

も続けてほしいと思いました。

7)平成 30年度の実施状況を図 1・ 2で示す。

Ⅵ 考  察
「女性と日本文化」の授業評価を明確にし今後の課

題を検討する。

1)授業の評価

(1)授業前後の調査項目の平均値の比較

授業後の平均値は調査項 目⑦ 「看護の実習時 ,

言葉遣いなどに役立つ」以外の 14項 目は高かった。

その中でも調査項目①③④⑤⑥⑪⑫⑬⑭⑮の 10項

目は,授業後が有意に高く,15項 目全てを合計し
た平均値も授業後が高かった。有意差を示さなかっ

た調査項 目は,②⑦③⑨⑩であった。装道・華道
とそれ以外の日本文化の過去の経験の有無による

15項 目の合計の平均値を比較すると経験者が高い

が,両者に有意差は認めなかった。このため 15項

目中の 10項 目・全体の平均値が授業後が高いこと

は,授業の効果と考える。
授業後に有意差を示さなかった調査項 目② 「一

般的なマナーを身につけることが大切だと思 う」,

調査項 目③ 「普段の生活の中から礼儀を心がける

必要がある」については,授業前が高く,こ の授
業の前よリマナー・礼節の大切さを心がけている

ためであると考える。調査項目⑦ 「看護の実習時 ,

言葉遣いなどに役立つと思 う」は,授業の有無に

関わらず大きな影響はなかったと思われる。これ

は,牛ノ濱等 8)と 同様であった。調査項 目⑨ 「看
護に必要な心 (相手を尊重する)を学ぶことがで

きる」は,授業前が 6。 04± 0。 949と 6。 0以 上で高

い値を示 してはいるが,授業後は 6.31± 0.781と

大きな上昇を認めなかった。これは,着装・お茶
の入れ方・お菓子の食べ方 0華の創作とい う具体

的な経験がどのような意味を持つかとい う抽象の

レベルまで行き着かない学生が多かったためであ

ると考える。これは,牛ノ濱等の調査時は有意差
をもって授業後が高い

9)か
らすると8年経過 した

(63)

図1 装道の授業(ま とめ)



(64)

今の学生の状況を示している。このことは自由記

載においても「装道時間は,最後に書くレポー ト
にどんな内容を書いていいのかがわからなくなる

ためプリン トを準備 して下さるとうれしい」と記

述 している。つまり,実際の体験をレポー トにす
る時,自 分で再構成 し自分の考えを明確にし文字

にする過程において,具体的な体験を抽象概念化
するという思考が弱くなっている学生がいると考

える。調査項目⑩「日本文化について知らなすぎる」

に関しては,授業前後で大きな変化がない。これは,

過去の装道・華道の経験者が各 3名 (5.8%),それ

以外の日本文化の経験者が延べ 30名 (57。 7%),ま

た現在も継続中が 2名 (3.8%)と いう経験数や期間

から授業により大きな影響が出現しなかったとも

考えられる。

(2)自 由記述による授業評価

52名 のうち 8名 しか自由記述はないが,「貴重な

体験」「日本文化を学ぶ」「日本人らしい慎ましさ

や奥ゆかしさを学び, 日本人としての立ち振る舞

いや所作の素晴らしさに気づくことができた。」「浴

衣を自分で着つけられるようになったのは,女性
としても必要なことだと思 う。」「教養のある女性

に見られる」「看護師として働くうえで,大切なこ

とを学ぶことができた」など概ね授業に関して肯

定的な記述であった。

2)到達目標の評価
まず,「 1。 一人の人間として生きている過程にお

いて,生活をより豊かにできる」とい う目標を検
討する。小倉は生活とは生命の維持存続とそれを

高めていく営みをいう。そのためには何よりも物

の消費とその前提としての物の生産が必要であり,

この観点からすると生活 とは物の生産と消費をめ

ぐっての活動であるといえる
10)と
述べている。ま

た,看護が注 目する生活行動は,呼吸する,飲食
する,排泄する,肢位を定める,移動する,眠る。休

息する,体温を保持する,身体の清潔を保つ,危
険を避ける,意思を伝達し情動を表現する,生産
的な活動をする,楽 しみの活動をする,健康につ
いて学習するなどを指す

11)と
述べている。その豊

かさの定義は,さ まざまな価値があリー概に述ベ

ることはできないが,A大学の学生は,発達段階
からすると青年期で社会経験の少なく保護者の下

にいる人々である。これ らより学生の生活の捉え

方としては,物の生産・消費とい う活動よりも生

命の維持・衣食住等を考えているのではないかと

推測すると項 目①④⑤⑥③⑪が該当し,こ の項 目
の平均値を授業前後で比較すると全項目で授業後

が有意に高く, 日標は到達していると言える。
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次に,「 2。 美に対する感性を磨 くと共に礼節を

身につけることができる」という目標を検討する。

これは,調査項 目②④③が該当する。その中で項
目④ 「花の美 しさや立ち振る舞いの美 しさに気づ

くことができ,感性が刺激される」は有意に授業
後が高く,授業により感性が磨かれたと言え,本
授業による看護教育への意義は大きいと考える。

看護教育に日本文化を取 り入れることは感性を磨

く視点から有意義であると考えられてお り,幅広

く文化 0芸術などに触れることで感性を磨き,豊
かな人間性を育むことを目的とした様々な試みが

なされている
12)13)14)。 これは,看護職が医療分野

での知識や看護技術だけでなく,人間を深 く理解
するための感性の豊かさを求められる職業である

からである。感性は「価値あるものに気付く能動

的な働きのある感覚を生み出す能力であり,知性と

相互に働き合って知的認識を深めさせる基盤 とな

るもの, 自己実現や自己表現に導いていくもの」
15)

と定義されている。今回の調査においては,花の

美 しさや立ち振る舞いの美 しさを視覚を通して感

じ, 自分で初めて浴衣を着れるようになった O花

を生ける,そ の鑑賞をしながら自分の思い・考え

を言葉にするという体験が,価値あるものに気付
き自己表現に繋がった。これらの体験が,学生の

感性に働きかけ,他者 としての人間である対象に

対 してより深い人間理解につながっていくものと

考える。谷津は,「看護における専門的観察は,看
護に関する系統的知識や諸原理を必要とするばか

りでなく,1人の人間として相手の苦悩を分かち合
う,相手を同じレベルで感 じようとする素朴な接

近によって可能になる」
16)と
述べている。感性の

教育は人間がより人間らしくなり心豊かになるこ

とを育成すること
17)で
あり,こ のことは対象理解

に結び付くものである。また, 日標 2は ,「感性と

礼節」の 2つ の内容を包含 しており,今後 目標の

検討も必要である。

最後に,「 3。 看護職の基盤となる教養を深める機

会となったと感 じることができる」という目標を

検討する。これは,調査項 目②③⑤⑦⑨⑩⑫⑬⑭
⑮が該当し,調査項 目③⑤⑫⑬⑭⑮の 6項 目が授
業後に有意に高かった。看護教育の大学化に伴い

教養の重要性が叫ばれている
18)19)。 これは,看護

の対象は人間でありその対象理解のために看護学

の基本的な知識を体系的に理解するとともに,そ
の知識体系の意味を歴史 0社会 0自 然と関連づけ

て理解することが必要になり,人文科学,社会科学 ,

自然科学および多文化 0異文化に関する知識を理

解することが求められる
20)か
らである。多くの大
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学では,1991年の大学設置基準の改正以降,教養
教育について様々な課題が論 じられてきた

21)。 A

大学では,平成 17年度より茶道・装道 0華道とい

う日本文化を教養豊かな学生の育成を目指して開

講し,現在の形に落ち着いている。
それは,初年次教育であり,授業の装道でお客
へお茶をふるまう,客 として次の客を考えたお菓
子の頂き方などの体験は,相手 (=他者)への「ぉ

もてなし」や 「心づかい」の精神を体験すること

であり他者理解に繋がっていくと考える。高野は,
「茶道は,お茶を飲むだけが目的ではありません。
お茶を点てる空間にあるすべてのものが,茶道の

『おもてなし』や『心づかい』の精神を表 します。

亭主と客が,その精神を共有することが大切です。

客は,そ の空間のすべてを鑑賞し味わいます。亭
主のおもてなしのきもちに応え,そ の場にふさわ

しいふるまいをし,感謝を示 します。そ うするこ
とで亭主と客との気持ちが一つになり,心の交流
が生まれるのです。茶道は,手前とい う作法を中
心にさまざまの要素が一つになった,総合芸術 と
いえます。」

22)と
述べている。A大学が日本文化を

看護学科の教養の一つとして取り入れたのは,こ
の高野が述べた亭主と客の両者の関係性が,看護
がめざす看護者 と対象の相互の関係性そのもので

あるからと考える。

しかし,調査項 目⑨ 「看護に必要な心 (相手を
尊重する)を学ぶことができる」は,今回の調査
では授業後に有意差を認めるほど高くなかった。

現在の学生の特徴 として自我同一性の確立が未発

達であり, 自己中心性が高いことを示 していると

も考えられる。青年期の発達課題は,アイデンティ

ティ (自 我同一性)の確立であり, 自分と対峙し

自我を確立しつつ社会の一員として他者 と協調 し

て生きるとい う心理・社会的な独立である。高校

を卒業後の看護系学士課程学生は,こ のような発

達課題を有すると同時に自分とは異なる発達課題

の対象に向き合わざる得ない学習課題があり困難

を生み出している
23)。

魚住 らは,看護学生を対象
とした自我同一性の研究において,そ の集団が職

業を志向していることから,入学時から他学部の

得点に比べ自我同一性が高いことを指摘されてい

た。 しかし近年の研究結果をみると,他の学部と
同様に自我同一性の獲得が困難な傾向にあり,入
学後の支援の重要性が示されている

24)と
述べてい

る。A大学のカリキュラムに日本文化 と取 り入れ
た取り組みは,他者 (=対象)理解を考えつつ自己

対峙する時間・空間を有するとも言え,看護系大
学の学士課程にある学生の入学後の支援としても
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有効であると考える。

また,牛ノ濱等 25)は,到達目標として 「次世代
を育む」,「伝統文化を継承する担い手となる」を

掲げていた。今回は目標 としてそのことを示 して

おらず,調査項 目⑤⑩⑫⑬⑮が伝統文化の学び・

継承 として適切であり目標の検討が必要である。

伝統文化に関する項 目は,⑩以外の⑤⑫⑬⑮の 4

項目は授業後に有意に高かった。

3)今後の課題

授業効果は明確であるが,今回の分析により現
代学生の発達課題が未成熟であるため他者理解が

困難であり,具体な体験を抽象化へ導くことも容

易ではないことが判明した。そのため講師と相談 0

連携を密にし,体験が他者理解や抽象化に結び付
くような授業の工夫が示唆された。また, 日標の

検討が必要である。今後,学生が提出した 日誌 0

レポー トなどの質的分析を追加 し学生の学びを分

析し更なる授業効果をはかりたい。

Ⅶ まとめ
1)「女性と日本文化」の授業の評価を明確にし今後

の課題を検することを目的にA大学看護栄養学部

看護学科 3年生 58名 に自己記述式質問紙調査を授

業前後で 2回実施した。

2)調査項目は,牛ノ濱等が作成した講義 「女性と日

本文化」の効果測定項目 (10項 目)に筆者が 5項

目を追加 した 15項 目,過去の日本文化の経験の有

無とその期間,授業に対する自由記載であった。
3)調査参加者は 52名 ,回収率 89.7%で あつた。調
査項目の授業前後の信頼係数は,=.792,。 830と 高

かった。

4)15項 目の平均値の授業前後の比較は,調査項 目

⑦ 「看護の実習時,言葉遣いなどに役立つと思う」
が授業後が低下したが,他の 14項 目においては授

業後が上昇した。15調査項 目中の 10項 目と 15項

目全体を合計した平均値が有意に授業後が高かっ

た。 日本文化の経験者は,装道 0華道とも各 3名 ,

他の経験者は 30名 であり,経験の有無による 15

調査項 目に関しての有意差はなかった。また, 自

由記述においては授業に対して肯定的な記述が多

かった。

5)4)の結果より授業の効果は得られたと考えた。

6)現在の看護系大学の学士課程にある女子大学生

は,他者理解が困難,具体な体験を抽象化へ導く
ことが容易ではないことが示唆され,こ れらを考

慮 した教育の在 り方・目標の検討などの課題が明

確となった。
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Ⅷ 研究の限界と今後の展望
今回の研究では,58名 の学生を対象とした。その

ため対象も少なく,結果 0考察で述べたことを一般
化することは困難である。今後,対象数を増や し,
今回の研究成果で示唆されたことを念頭にし,学生
の学びが多く深くなるような教育の検討が必要であ

る。
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Abstract

【(Эbjectives】 ]Deine the evaluation Of the class“ WOInen and Japanese Culture''to renect on the challenges

for the future.

【Method】 The respondents of the surveys were 58■ rst― year students iom the Department of Nursing Sci…

ence,Faculty of Nutritional Science,A University,and self― descriptive questionnaires were conducted twice,

one before and one after the class.The questionnaires included 15 questions;ten effectiveness lneasurelnent

questions on the lecture“ Wolnen and Japanese Culture"con■ piled by l:Jshinohalna et al。 ,and ive addition―

al questions created by the authors.They alloヽ wed the respondents to describe freely about the absence or

presence of their experience with Japanese culture in the past,the duratiOn Of the experience,and their

thoughts on the lesson。

【Findings and observations】 52 participated in the surveys,and the collection rate was 89.7%.The confi…

dence coef■ cient on the questions before and after the lesson was high at α=。 792 and.830 respectively ln

colinparing the lnean value of each question before and aRer the lesson,the score for Question 7“ Do you

think it is useful during nursing practice or in one's language?"shoヽ w・ed a decline after the lesson,but the

values increased after the lesson in the other 14 questions..Arnong the 15 questions,the colnbined lnean

value for Question 10 and 15 was signincantly high after the lessono As to those who had experience in Jap…

anese culture,three respondents professed to have experience in both Sodo and Kado,and 30 respondents

noted their experience in other aspects of Japanese culture,indicating that the absence Or presence Of expe口

rience lnade no signincant difference on the 15 questions.There were also lnany positive colnlnents on the

lesson.Fronl these indings,it is believed that the lessOn was useful.It is assurned that fen■ ale university

students in a bachelor's programlne Of nursing cOlleges have difficulty in understanding Others and that

they struggle to abstract their specinc experiences,and the challenge to exalnine the whole concept and ob―

jectives of education that considers these dif■ culties has cOme intO fOcus.


